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バーモントカップ　第２２回　全日本フットサル大会　ベガルタ仙台ジュニア報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　
【報告者】壱岐　友輔（ベガルタ仙台ジュニア監督）

1． 期日

２０１３年１月４日（金）～６日（日）
2． 会場

東京都／駒沢体育館、屋内球技場
3． 参加チーム及び登録人数
 参加チームは、次の各号により選出された48チームとする。

1 47都道府県より各1チーム
2 前年度予選参加チーム数最多都道府県1チーム(北海道)
4.　大会形式

1 １次ラウンド：４８チームを４チームずつ１２グループに分けてリーグ戦を行い、各グループ１位チーム及び２位のうち成績上位４チームが決勝トーナメントへ進出する。
決勝トーナメント：１６チームによるトーナメント戦を行う。（３位決定戦は行わない。）

2 １次ラウンドにおける順位決定方法は、勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する。勝点は、勝ち３、引分け１、負け０とする。ただし、勝点合計が同じ場合は、以下の順序により決定する。 

（１）当該チーム間の対戦成績　（２）当該チーム間の得失点差
（３）当該チーム間の総得点数  （４）グループ内での総得失点差
（５）グループ内での総得点数　（６）警告、退場の合計ポイントがより少ないチーム
（７）抽選
3 １次ラウンドの各グループ２位チームのうち、決勝トーナメントに進出する４チームは、以下の項目の順序で決定する。 
（1） グループ内での勝点合計
（2） グループ内での得失点差　
（3） グループ内での総得点数　
（4） 抽選
5.　競技形式

大会実施年度の財団法人日本サッカー協会フットサル競技規則による。
ただし、以下の項目については、本大会の規定を定める。 

1 交代要員の数：７名以内
2 試合時間： 

＜１次ラウンド＞ １６分間（前後半各８分間）のプレーイングタイムとし、ハーフタイムのインターバ
　　　　　　　　　ルは３分間とする
＜ 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ ＞ ２０分間（前後半各１０分間）のプレーイングタイムとし、ハーフタイムのインターバルは５分間とする
3 試合の勝者を決定する方法（競技時間内で勝者が決しない場合）： 

＜１次ラウンド＞ 引分け

＜決勝トーナメント（決勝戦を除く）＞ PK方式により勝敗を決定する。

＜決勝戦＞ ６分間（前後半各３分間）の延長戦を行い、決しない場合はPK方式により勝敗を決定する。

4 本大会期間中に警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。 

5 １次ラウンドにおける警告１回は決勝トーナメントには持ち越さない。

6 本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降の処置については本大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。


6． 試合結果・経過
１次ラウンド　グループＧ
	
	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
（宮城県）
	C.R.Fｱｲﾃﾞｨｰﾙ
（岡山県）
	ｳﾞｨﾄｰﾘｱ目黒FC
（東京都）
	ｱﾌﾞｼﾏFC
（宮崎県）
	勝点
	勝
	分
	負
	得点
	失点
	得
失
	順位

	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
	
	3-6●
	8-1○
	16-1○
	6
	2
	0
	1
	27
	8
	+19
	1

	C.R.Fｱｲﾃﾞｨｰﾙ
	6-3○
	
	3-5●
	10-1○
	6
	2
	0
	1
	19
	9
	+10
	2

	ｳﾞｨﾄｰﾘｱ目黒FC
	1-8●
	5-3○
	
	8-1○
	6
	2
	0
	1
	14
	12
	+2
	3

	ｱﾌﾞｼﾏFC
	1-16●
	1-10●
	1-8●
	
	0
	0
	0
	3
	3
	34
	-31
	4


１月４日（水）
１次ラウンド第１戦　１７：００キックオフ　＠屋内球技場Ｂ　vsC.R.Fｱｲﾃﾞｨｰﾙｼﾞｭﾆｱ（岡山県）　３－６　●
得点経過　４′失点、６′失点、７′失点、７′村山拓真、９′失点、９′失点、１２′三浦龍優

１３′失点、１５′坂本琉維
戦評
昨年に比べて試合開始前は非常にリラックスした雰囲気でキックオフを迎えることが出来た。試合の入りは初戦にしてはよかったが、決定機を生かし切れず、徐々に相手ペースとなりその隙を突かれ先取点を許した。それ以降はチグハグな試合展開となり、得点しては、直後に失点するという悪循環が続き、初戦で勝ち点を獲得することが出来なかった。昨年、２勝１敗ではグループ１位にならない限り、次のステージに進めなかったことから、初戦にして窮地に追い込まれた。相手チームのC.R.Fｱｲﾃﾞｨｰﾙｼﾞｭﾆｱは非常にテクニカルで素晴らしいチームだった。
１次ラウンド第２戦　１７：００キックオフ　＠駒沢体育館Ａ　vsｱﾌﾞｼﾏFC（宮崎県）　１６－１　○
得点経過　４′伊藤綾汰、４′坂本琉維、５′村山拓真、７′小齋崚太、８′小齋崚太、８′小齋崚太
　　　　１０′失点、１０′坂本琉維、１０′坂本琉維、１１′工藤蒼生、１１′伊藤綾汰、１１′工藤蒼生

　　　　１２′伊藤綾汰、１３′村山拓真、１４′小齋崚太、１６′工藤蒼生、１６′伊藤綾汰
戦評

１試合目に敗戦していた為、満身創痍の状況で迎えた第２戦だった。「２ケタ得点、失点０」の目標を掲げ、スタメンはより得点力のある選手を送り出した。その効果もあり、立ち上がりから果敢にゴールへ向かい、多くの決定機を創り出した。その内の１本が入ると、そこからはゴールラッシュとなり目標の２ケタ得点を達成することが出来た。この勝利により、同グループの相手に対してプレッシャーをかけることが出来たが、第３戦のヴィトーリア目黒（昨年決勝戦で敗れた東京都代表）に勝ち、更に他チームの結果次第という厳しい状況には変わりなかった。
１月５日（木）
１次ラウンド第３戦　１１：４５キックオフ　＠駒沢体育館Ｂ　vsヴィトーリア目黒（東京都）　８－１　○

得点経過　３′工藤蒼生、７′工藤蒼生、８′伊藤綾汰、１０′坂本琉維、１０′三浦龍優、１１′失点
　　　　１１′坂本琉維、１５′坂本琉維、１５′三浦龍優
戦評

勝ち点３を獲得することに加え、得失点差も考慮しなければいけない状況で迎えた予選リーグの最終戦。相手は昨年の決勝で敗れた東京都代表のチームとの対戦となった。前日から、選手のモチベーションは非常に高く、多少テンションが上がり過ぎている感はあったが、それが逆に程良い緊張感を生みベストコンディションで試合開始を迎えることが出来た。キックオフ直後から、お互いの攻撃的な姿勢が激突し、両チームにシュートチャンスが訪れ、見応えのある試合展開となった。その状況の中、ベガルタ仙台はチャンスをものにし、先取点を奪うことに成功した。その後は、何度かのピンチもあったが、GKの好セーブにより得点を許すことなく、反対に決定機を決め切り、終わってみれば８－１の快勝で終了した。得点差はついたがヴィトーリア目黒は非常に良いチームで、１本入っていれば結果も変わったくらい実力の拮抗した試合展開だった。この試合結果により、予選突破を目指す我々には驚きのグループ１位で決勝トーナメント進出が決定した。窮地に追い込まれた中での予選突破となり、選手たちは自信をつけ、良い雰囲気で決勝トーナメントに駒を進めることが出来た。
決勝トーナメント
ラウンド１６　１６：００キックオフ　＠屋内球技場Ａ　vs JKｷｯｽﾞなめりかわ（富山県）　５－２　○　
得点経過　４′三浦龍優、６′失点、８′失点、１４′坂本琉維、１６′坂本琉維、１９′坂本琉維

　　　　２０′坂本琉維
戦評

難しい状況での予選突破だっただけに、チームの雰囲気は非常に良いものとなり、試合に対してのモチベーションも非常に高く、指導者側から指摘することなく自分たちで良い準備をすることが出来ていた。対戦相手のJKｷｯｽﾞなめりかわはフットサルの戦術が徹底しており、完全にカウンター狙いの今まで対戦したことのないタイプのチームだった。ただ、テクニックには自信があったので、「慌てずにボールを回していこう」と全員で確認をし、キックオフを迎えた。予想通り、立ち上がりから相手は自陣へ引き、我々がボールを保持する時間帯が長く続き、ボールを動かし続けて三浦龍優の先制点が生まれる。しかし、負けていても相手チームの徹底したカウンター狙いの戦術は変更することなく、逆にそれが我々にとって難しい展開となった。なかなか追加点を奪えない状況から、相手にひっかけカウンターを許してしまい、立て続けに失点をして逆転を許してしまう。予選ラウンド第１戦と同様に流れを相手ペースのまま前半が終了してしまうと考え、タイムアウトを取り、ボールを保持するだけでなく前へ積極的にボールを配給し、３人目の動きを徹底するよう選手たちに伝えた。それから、徐々にベガルタ仙台のペースになり、前半こそ同点に追いつくことは出来なかったが、ハーフタイムに再度攻撃の方法を全員で確認し、１４分同点に追いつく。この同点ゴールによりチームの勢いが増し、坂本琉維のハットトリックもあり５－２で勝利を収めることができた。
１月６日（金）
準々決勝　　　９：３０キックオフ　＠屋内球技場Ａ　vsASｺｰﾌﾌｯﾄｻﾙｸﾗﾌﾞ（山梨県）　６－２○
得点経過　２′三浦龍優、４′失点、７′伊藤綾汰、１２′失点、１４′工藤蒼生、１５′伊藤綾汰
　　　　１７′工藤蒼生、１８′坂本琉維、
戦評

朝一番の第１試合目だったこともあり、立ち上がりが心配であったがゲームの入りは非常に良かった。テクニックレベルが高く、フットサルの戦術もしっかりしているチームに対して、マンツーマンを基本として１対１の場面ではボールあるなしに関わらず付いていくこと、そしてボールを奪いきることの守備面を強調し送り出した。試合内容は、予想通りお互い得点を取っては取られる拮抗した試合展開となった。その展開に焦れることなく心技体において力を全て出し切り、勝つことが出来た。ＡＳコーフフットサルクラフﾞは、最後の得点差はついたものの、今大会を通しての一番タフな試合だった。
準 決 勝　　１１：４５キックオフ　＠駒沢体育館Ｂ　vsﾌﾞﾘﾝｶｰﾙFC（愛知県）　４－０　○
得点経過　８′坂本琉維、８′坂本琉維、１３′志村滉、１５′坂本琉維
戦評

準々決勝が終了し、休む暇もなく準決勝のキックオフを迎えた。準々決勝と違い緩急のついた試合展開となり、非常に難しい試合だった。シュートチャンスを創るも決めきれず、相手のテクニックを駆使した緩急のある攻撃にピンチも多くあった。しかし、GK我妻蒼太の好セーブもあり、徐々にベガルタ仙台のペースとなり、坂本琉維のハットトリック（今大会４試合目）もあり４－０の無失点で２年連続の「全国ファイナリスト」を決めた。
準決勝の勝敗を分けたのは、ベガルタ仙台は交代選手も含めた全員が戦力となり、前後半合わせて２０分間のプレーイングタイムを交代させながら戦うことが出来た総合力の差だった。

決　勝　　　１４：００キックオフ　＠駒沢体育館フルコート　vs鹿島ｱﾝﾄﾗｰｽﾞｼﾞｭﾆｱ（茨城県）　１－２　●
得点経過　５′失点、７′坂本琉維、１４′失点
戦評
昨年の経験もあり、３戦目の試合を考慮したタイムスケジュールを組み込むことが出来、ベストコンディションで決勝戦を迎えることが出来た。相手の鹿島アントラーズジュニアは普段から試合をすることが多く、昨年の準決勝で対戦した相手だった。後方から丁寧に繋いでくる相手に対し、ベガルタ仙台は前線から積極的にボールを奪いにいく試合展開となる。この状況下、均衡を破ったのは鹿島アントラーズジュニアだった。しかし、２分後にロングキックから坂本琉維のヘディングで同点に追いつく。この同点ゴールにより、チームの勢いは増し、果敢にゴールに攻め込んだが、決定機を生かし切れず、同点のまま前半を終了した。後半になっても展開は大きく変わらなかった。この状況で均衡を破ったのは鹿島アントラーズジュニアだった。１４分ベガルタ仙台のＧＫ４秒ルールで至近距離での間接フリーキックを与えてしまい、それを確実に決められた。１点のビハインドとなり攻撃的なメンバー構成に切り替え、ゴールを目指すもなかなかゴールを割れず、更に、最後にＧＫに代えフィールドプレーヤーの志村滉をパワープレーとしてフィールドに送るも１点が遠く、そのままタイムアップとなり準優勝で大会を終了した。
7． まとめ
昨年のバーモントカップ全国大会で準優勝の成績を収めたこともあり、今シーズンのチーム目標は、各大会での「全国ファイナリスト」と全員で共有し戦ってきた。しかし、今大会まで目標を達成出来ず、最後の公式戦で「良い結果を残そう。」とチームの一体感は今まで以上のものを感じていた。
宮城県大会を優勝してから全国大会まで（約２か月）は、１２月中旬にタイ・バンコク遠征を実施した為、昨年に比べフットサルに時間を費やすことは出来なかった。しかし、このタイ・バンコク遠征が選手たちに新たな「発見」を与えてくれ、これが大きな自信に繋がった。また、バーモントカップ参加にあたり「サッカーに生かせるフットサル」をベースに取り組んでいた為、真新しいことをする必要はなく、普段からサッカーの練習で伝えている「ドリブルとパスを上手く組み合わせゴールを目指すこと」「全員が攻守の切り替えを速くしハードワークすること」「ゴール前の攻防で勝ちきること」を確認する程度だった。
大会結果は、前頁ご覧の通り、難しい状況に陥りながら、最後まで諦めることなく奮闘し、２年連続全国ファイナリストとなり準優勝で大会を終えた。観戦に来られた方々、関係者の方々から、「結果は勿論の事、内容も非常に素晴らしかった。」と温かいお言葉を沢山頂いた。また、大会ベストプレーヤーは工藤蒼生が選出された。
昨年と比較し成長を感じたことは、試合終了直後の選手たちの様子だった。今シーズンのチーム目標であった「全国ファイナリスト」を達成したのにも関わらず、悔しい気持ちを全面に出し涙を溢す選手が多く存在した。昨年は、宮城県・ベガルタ仙台史上初の準優勝の成績で大会を終え達成感があったが、今年の選手たちは満足する選手は１人も存在しなかった。ジュニアが設立され約８年が経過するが、「目指せ！全国大会出場」からスタートし、１年ごと階段を上り全国制覇が出来るくらいまでのチームに成長したことを実感した。ベガルタ仙台はクラブ一体となり「世界で活躍できる選手の育成」を掲げ取り組んでいる。ハード・ソフトの充実（先程も記載したが、ジュニア年代では珍しい海外遠征の実施や育成部専用クラブハウスを新築　等）に力を入れており、この結果はクラブとしての取り組みが成功していることを証明している。それから、一番重要な選手育成の観点からも、全国大会（全日本少年サッカー大会、バーモントカップ）の経験を生かし育ったベガルタ仙台ジュニアの選手たちがジュニアユースに昇格し、年代別の日本代表・選抜チーム、エリートプログラム、ナショナルトレセンに多くの選手が召集され成果がでてきている（卒業１期生が現在高校２年生）。そして、今シーズンはユース出身選手２名がトップ昇格を果たし「選手育成での結果」もでてきている。数年後にジュニア出身選手がユアテックスタジアムで活躍し、日本代表、そして世界で活躍する時が非常に楽しみである。
最後に、全国大会出場にあたり様々な形でご協力頂いた、宮城県サッカー協会をはじめ、宮城県サッカースポーツ少年団協議会、仙台市サッカー協会、泉ブロック、体育館をお貸し頂いた木町通小学校、仙台大学、そして、ベガルタ仙台ジュニアの強化にご尽力頂いた、全ての関係者の方々にこの場をお借りして御礼申し上げます。
8． 総合最終結果

1 最終順位

優勝　　　鹿島アントラーズジュニア（茨城県）

準優勝　　ベガルタ仙台ジュニア（宮城県）

第3位　　FCアルマ大垣U‐12（岐阜県）
　　　　 　ブリンカールFC（愛知県）
2 大会ベストプレーヤー ５名
工藤蒼生（ベガルタ仙台ジュニア）
常世田大輝（鹿島アントラーズジュニア）
沼田皇海（鹿島アントラーズジュニア）

岡本彪我（ブリンカールＦＣ）
兵藤健斗（FC Alma大垣U-12）
3 チーム出場記録　＆　得点
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	予選R第３戦

vsｳﾞｨﾄｰﾘｱ目黒FC
８－１ ○
	決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ16
vsJKｷｯｽﾞなめりかわ
５－２ ○
	準々決勝

vsAｺｰﾌﾌｯﾄｻﾙｸﾗﾌﾞ
６－２ ○
	準決勝

VsﾌﾞﾘﾝｶｰﾙFC
４－０ ○
	決勝

vs鹿島ｱﾝﾄﾗｰｽﾞJ
１－２ ●

	１　　GK
阿部海士
	○


	―
	―
	―
	―
	―
	△

	３　　FP
工藤蒼生
	○
	○
３
	○
２
	○
	○
２
	○
	○

	５　　FP
村山拓真
	△
１
	△
２
	―
	△
	―
	△
	△

	７　　FP
伊藤綾汰
	○
	△
４
	○
１
	○
	○
２
	○
	○

	８　　FP
坂本琉維
	△
１
	○
３
	△
３
	△

３
	△
１
	△
３
	△

１

	９　　FP
小齋崚太
	○
	○
４
	○
	○
	○
	○
	○

	１０  FP
三浦龍優
	○
１
	○
	○
２
	○
２
	○
１
	○
	○

	１２  GK
我妻蒼太
	―
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	１６ FP/GK
志村滉
	△
	―
	△
	△
	△
	△
１
	△


数字：得点数　○：ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ　△：途中出場　―：出場なし
1

